
地域委員会会議録（概要） 「抜粋」 

１ 会議名 平成 25年度 第３回 中之島地域委員会 

２ 開催日時 平成 25年 10月 29日(火) 15:00～16：20 

３ 開催場所 中之島支所 ３階 大会議室 

４ 出席者名 【委員】 

髙野 輝夫    委員長       地域代表 

本名 浩利    副委員長      地域代表 

石田 元治              地域代表 

大竹 勝巳              学識経験者 

柿本美恵子              学識経験者 

金子  功              地域代表 

小坂井政昭              学識経験者 

髙森 精二              地域代表 

中嶋  進              地域代表 

野上富三郎              地域代表 

原田  敏              学識経験者 

吉野久美子              学識経験者 

【長岡市】 

中之島支所長             赤川 孝昭 

支所各課長、主幹、事務局 

地域振興戦略部２名 

【報道関係、傍聴人】 

    報道機関１名 

５ 欠席者名 【委員】 

齋藤 清利              地域代表 

松澤 悦子              学識経験者 

６ 議題 １ まちづくりに関する取組み項目について 

２ 和島地域委員会との交流について 

７ 報告 １ 除雪作業支援事業補助金について 

２ 平成 25年度ふるさと創生基金事業の実施状況について 

８ 会議の概 

要 

１ まちづくりに関する取組み項目について、地域委員より提案のあった項目

を説明。今後地域委員会で議論する項目については、今後分科会で検討する

こととした。 

２ 和島地域委員会との交流会を、11月 14日（木）に開催することに決定。 

９ 会議の内容 

 

 

委員長 

 

地域振興課長、 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

【議題１ まちづくりに関する取組み項目について】 

 

事務局及び取組み項目を提案された委員より説明をお願いしたい。 

 

（資料「まちづくりに関する取組み項目の提案一覧」により説明） 

 

 

まちづくりに関する取組み項目について、事務局及び提案委員より説明があ

ったが、今後の地域委員会で議論する重要な取組み項目を決めていただくもの

である。 

後日この項目の中から地域委員会で議論する項目を絞り込むための分科会を

開催し、そこで十分協議してはどうかと考えている。 

議題（３） 資料 1-1 



 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

地域振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

なお、取組み項目が決まった後、議論の場として分科会を設置するかどうか

についてを協議したいと思うが、皆様の意見をお願いしたい。 

 

（異議なしの声あり） 

 

 それでは、後日分科会を開催し、今後地域委員会で議論する項目を絞り込ん

でいただく。 

 事務局より今後の進め方について説明をお願いしたい。 

 

 今回設置する分科会は、今後地域委員会で議論する項目を絞り込むための分

科会であり、２つの分科会で協議していただきたいと思う。 

 提案項目の中から各分科会で１項目を決めていただくが、提案項目の他に、

分科会での協議の中で新たに議論したい項目が出た場合は、その項目も含めて

協議していただいても構わない。 

 各分科会から提案された項目について地域委員会で協議し、正式に取組み項

目が決まったら、その議論の場として分科会を設置するかどうかを決めていた

だきたいと考えている。 

 

 今後の進め方については、ただいま事務局から説明があったとおりとさせて

いただきたいのでよろしくお願いしたい。 

 

 

 



まちづくりに関する取組み項目の提案一覧 「中之島地域」 

 

○産業の活性化について 

・地域住民の生活の根幹である経済を直視し、出来ることから実行する。その手だ

てを探る。 

 

○人口減少について 

・全国的に少子高齢化が進み、中之島地域でも人口が減少している。縁組み、子育

て等に手をさしのべることについて何か見つけられないだろうか。 

 

○畑の不作地の対応 

・作付けしない畑が散見される昨今であるが、もったいないということもあるし、

その背景として畑作が割に合わないということもある。改善の方法はないか。 

 

○転作田を活用して子どもたちが将来、地域自慢できる町おこしについて 

・中之島地域も転作田がたくさんある。その土地を利用して観光資源にすることは

できないか。例として、転作田を集め、津南に負けないようなひまわり畑にするな

ど。 

 

 ○地区活動に何か共通点を 

・学校区や公民館分館単位で数多くの事業が活発に行なわれている中ではあるが、

コミュニティセンターが開設することにより、地域全体で多くの住民が参加したく

なるような事業を住民が主体的に実施できるものはないか。 

 

○中之島マラソン大会 

・駅伝大会が秋に行なわれているが、マラソン大会も計画し参加者を県下一円から

募集してはどうか。 

 

○中之島マスコットキャラクターの具体的な活用方法について 

・今年度決定するマスコットキャラクターをいかに活用するかが中之島のイメージ

アップと地域の活性化につながるものと考える。 

 

○交通網について（バス運行） 

・話が出て久しいが実現がむずかしい現状である。検討の進捗状況や課題などの情

報を共有するとともに、目的を明確に具現化し、議論する必要がある。 

 

●５年後、10年後の中之島地域をシミュレーション 

・既存の行事、仕組み、各団体のあり方などを再考し、リーダーを含めて新しい人

材を育成していく。 

・あて職の役職に頼らず、多方面から人材を発掘し、時代に合った地域へと変わっ

て行けるよう検討を加えていく。 

 



地域委員会会議録（概要） 「抜粋」 

１ 会議名 平成 25年度 第４回 中之島地域委員会 

２ 開催日時 平成 25年 12月４日(水) 15:00～15：55 

３ 開催場所 中之島支所 ３階 大会議室 

４ 出席者名 【委員】 

髙野 輝夫    委員長       地域代表 

本名 浩利    副委員長      地域代表 

石田 元治              地域代表 

大竹 勝巳              学識経験者 

金子  功              地域代表 

小坂井政昭              学識経験者 

齋藤 清利              地域代表 

髙森 精二              地域代表 

中嶋  進              地域代表 

野上富三郎              地域代表 

松澤 悦子              学識経験者 

吉野久美子              学識経験者 

【長岡市】 

中之島支所長             赤川 孝昭 

支所各課長、主幹、事務局 

地域振興戦略部１名 

【報道関係、傍聴人】 

    報道機関１名 

５ 欠席者名 【委員】 

柿本美恵子              学識経験者 

原田  敏              学識経験者 

６ 議題 １ まちづくりに関する取組み項目について 

２ 平成 26年度ふるさと創生基金事業について 

７ 報告 １ 信濃川右岸堤防道路の整備（予定）について 

８ 会議の概 

要 

１ まちづくりに関する取組み項目について、今後地域委員会及び分科会で議

論する項目を「５年後、10年後の中之島地域をシミュレーション」に決定。 

２ 平成 26年度ふるさと創生基金事業について、地域委員会の意見を聴取。そ

の意見を基に、今後ふるさと創生基金事業実行委員会で協議し、作成した事

業計画を次回の地域委員会で審議することとした。 

９ 会議の内容 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

【議題１ まちづくりに関する取組み項目について】 

 

この件については、11月 14日及び本日、２つの分科会で意見交換してきたと

ころである。 

意見交換の内容について、各分科会より報告をお願いしたい。 

まず、第１分科会よりお願いしたい。 

 

資料「まちづくりに関する取組み項目の提案一覧」にある９項目について、

それぞれの項目ごとに意見を聞き、協議した結果、第１分科会では、「５年後、

10 年後の中之島地域をシミュレーション」を地域委員会で議論する項目として

提案する。 

 これからはいろいろな場面で若い世代の参加が必要であることから、若者を

議題（３） 資料 1-2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

地域で育てていかなければならない。そのためもこの項目は今後地域委員会で

議論していくべき事項であり、この議論を集約してコミセンに提案することも

できると思う。 

 若い世代が活躍できる場、仲間をつくる場を増やせるよう実践していくこと

で、５年後、10年後の中之島に期待ができると思う。 

 また、中之島マスコットキャラクターの具体的な活用方法については、今後

地域委員会で議論していく事項ではないが、関心が高い項目であった。 

マスコットキャラクターについては、有効に活用していくことで地域や産業

の活性化等にもつながっていくことが期待できる。ＰＲ方法や活用方法は今後

観光協会等が取り組んでいくことと思うが、地域委員会でできることがあれば

協力していきたい。 

 

次に、第２分科会よりお願いしたい。 

 

第２分科会でも、第１分科会同様、各項目ごとに意見を聞いた。 

どの項目も住みやすいまちづくり、地域活性化に必要な項目ではあるが、地

域委員会で議論するうえで、具体的な方向性や方針が見いだせるか、地域のた

めにベストな方策が描けるか等を視点に協議してきた結果、「５年後、10年後の

中之島地域をシミュレーション」を地域委員会で議論する項目として提案する。

また、この項目を議論することで、内容によって他の項目の議論にも及んでい

くと思う。 

 中之島の将来をシミュレーションし、議論することで、考えられる課題やそ

の課題に対して何をするかが見えてくるだろう。 

いろいろなことに取り組むのは人や団体、組織である。実践に向けて自主的

に立ち上がるような環境が整えられればよいと思う。 

 

ただいま各分科会より、今後地域委員会で議論するまちづくりに関する項目

についての提案があったが、このことに関して意見等あったら発言願いたい。

また、議論の場として分科会を設置するかどうかも併せて意見を伺いたい。 

 

各分科会から提案があった項目について、議論の場としては委員会だけでは

なく、今の分科会を継続し、その中でも意見を出し合った方がよいと思う。 

 

まちづくりに関する項目については、委員会だけではなく分科会でも議論し

てはどうかとの意見があったが、他に意見等がないようなので、地域委員会で

議論するまちづくりに関する項目は、「５年後、10 年後の中之島地域をシミュ

レーション」とし、この項目を第１分科会及び第２分科会で議論していくこと

とする。なお、マスコットキャラクターの活用方法については、今後の取り組

み状況を見ながら、必要に応じて関わっていく。 

分科会の委員構成については、今のままでよいかどうか、意見を伺いたい。 

 

分科会の委員構成については今の構成で十分議論が深まると思う。 

 

他に意見等なければ、引き続き今の委員構成で分科会を進めていくこととし

たいがどうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

 今後の分科会も今の委員構成で進めていくこととする。 



 

委員 

 

 

 

地域振興課長 

 

 

 

今後の進め方については、分科会で意見を出し合い、その意見を持ち寄って

委員会の場で議論を進め、必要に応じて、また分科会で更に議論を重ね、委員

会でまとめていくという理解でよいか。 

 

今後の進め方については、委員のおっしゃるとおりである。 

 

 

 


